
ア
ベ
政
権
は
危
な
い

参
院
選
で
改
憲
勢
力

を
半
分
以
下
に

◇
複
眼

ト
ン
ボ
の
眼
◇

低
線
量
被
曝
、
揺
れ
る
国
際
基

準
、
原
発
推
進
派
が
大
慌
て

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
）
の
基
準
に
科
学
的
根

拠
な
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
名
誉
委
員

チ
ャ
ー

ル
ズ
・
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
氏

「
労
働
者
に
子
ど
も
や
高
齢

者
は
い
な
い
の
で
リ
ス
ク
は
下

げ
て
も
良
い
と
判
断
し
た
。
科

学
的
根
拠
は
な
か
っ
た
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
判
断
で
決
め
た
の

だ
。」こ

れ
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
年

間
累
積
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
を
超
え
る
と
が
ん
に
な
る
確

率
が0

.
5
%

増
え
る
が
、
１
０
０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
放
射

線
を
被
曝
し
て
も
、
発
が
ん
リ

ス
ク
が
増
え
る
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

※
関
連

産
経
新
聞2

0
1
1
.
5
.
1

「
年
間1

0
0

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

被
曝
の
発
が
ん
リ
ス
ク
は
、
受

動
喫
煙
・
野
菜
不
足
と
同
程

度
」。
国
や
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
そ
の
基
準
を
金
科
玉

条
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の

見
解
は
低
線
量
放
射
線
に
よ
る

内
部
被
曝
を
著
し
く
過
小
評
価

し
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
元
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
で
放
射
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能
を
浴
び
た
約
９
万
４
千
人
と
、

浴
び
て
い
な
い
約
２
万
７
千
人

に
つ
い
て
、
約
４
０
年
間
追
跡

調
査
し
た
放
射
線
影
響
研
究
所

（
広
島
・
長
崎
）
が
持
つ
デ
ー

タ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
研
究
所
名
と
対
象
人
数

と
調
査
年
数
だ
け
で
も
権
威
あ

り
げ
な
デ
ー
タ
で
す
が
、
実
は

噴
飯
物
の
代
物
な
の
で
す
。

一
番
ひ
ど
い
の
は
、
内
部
被

曝
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
こ

と
。
そ
し
て
、「
放
射
能
を
浴
び

て
い
な
い
」
２
万
７
０
０
０
人
、

す
な
わ
ち
被
爆
者
と
比
べ
る
比

較
対
象
者
群
に
な
ん
と
被
爆
者

が
選
ば
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
遠
距
離
被
爆
者
（
爆

心
地
か
ら
２
・
５
キ
ロ
以
上
で

被
曝
し
て
い
る
と
遠
距
離
！
）

や
原
爆
投
下
後
に
広
島
・
長
崎

市
内
に
入
っ
た
入
市
被
爆
者
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
言
う
と
、
１
９
５
０

年
当
時
、
生
存
し
て
い
た
被
爆

者
の
う
ち
広
島
・
長
崎
に
居
住

し
て
い
る
１
８
万
人
の
中
で
、

被
爆
者
＝
近
距
離
（
爆
心
地
か

ら
２
・
５
キ
ロ
以
内
の
被
爆
）

と
選
定
。
対
照
者
と
し
て
な
ぜ

か
わ
ざ
わ
ざ
遠
距
離
被
爆
者

（
２
・
５
キ
ロ
～
１
０
キ
ロ
の

被
爆
者
）
を
入
れ
、
そ
れ
に
加

え
て
原
爆
投
下
時
に
は
広
島
、

長
崎
に
い
な
か
っ
た
者
（
入
市

被
爆
者
を
含
ん
で
い
る
）
を
加

え
て
対
照
群
と
し
た
の
で
す
。

ま
る
で
、
放
射
線
の
影
響
を
過

小
評
価
す
る
た
め
に
選
ん
だ
よ

う
な
比
較
対
象
で
す
。

近
距
離
被
爆
者
と
遠
距
離
被

爆
者
を
比
べ
れ
ば
、
そ
ん
な
に

ガ
ン
な
ん
て
増
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
放
射
線
の

影
響
が
小
さ
く
見
え
る
の
は
当

た
り
前
で
す
。
２
．
５
キ
ロ
以

上
は
放
射
線
が
飛
ん
で
い
な
い

の
で
外
部
被
曝
は
考
慮
し
な
く

て
い
い
、
そ
し
て
、
内
部
被
曝

は
無
視
す
る
、
と
い
う
前
提
で
、

爆
心
地
か
ら
２
．
５
キ
ロ
以
上

で
被
爆
し
た
人
が
「
放
射
線
を

受
け
て
い
な
い
」
人
と
し
て
、

比
較
対
象
に
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

「
放
射
線
影
響
研
究
所
」
は
一

体
、
４
０
年
も
人
と
金
と
労
力

を
使
っ
て
何
を
し
て
き
た
の
か
。

原
子
力
・
放
射
線

擁
護
・
推
進
派

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
）、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原

子
力
機
関
）、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
な
ど
。
国
際
機
関
は

殆
ど
米
資
本
が
入
っ
て
い
る
。

そ
の
使
命
は
、
原
発
、
核
兵

器
、
放
射
線
活
用
、
核
開
発
な

ど
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
数
値
化
を
行
な
い
、「
社

会
と
バ
ラ
ン
ス
」
を
と
る
と
し

た
。

原
子
力
・
放
射
線
慎
重
派

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
（
欧
州
放
射
線
リ
ス

ク
委
員
会
）

大
き
く

変
容
す
る

世
界
の
政
治
・

社
会
情
勢

欧
州
で
台
頭
す
る

「
極
右
」
と
の
闘
い

欧
州
で
は
「
次
は
ウ
チ
か
」
。

フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ス
首
相
は2

0
1

5

年

月

日
、
「
数
日
あ
る
い

11

16

は
数
週
間
以
内
に
再
び
テ
ロ
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
警

告
。
次
の
標
的
は
フ
ラ
ン
ス
と

は
限
ら
ず
、
欧
州
全
域
が
狙
わ

れ
て
い
る
と
強
調
し
た
。
欧
州

全
域
で
、
テ
ロ
へ
の
怒
り
や
不

安
が
増
幅
さ
れ
る
ほ
ど
、
移
民

排
斥
を
掲
げ
、「
ネ
オ
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
と
呼
ば
れ
る
極
右
政
党
の

勢
い
は
増
す
ば
か
り
。
２
度
の

大
戦
を
経
て
克
服
し
た
は
ず
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
今
や
欧

州
各
国
で
再
び
頭
を
も
た
げ
て

い
る
。

昨
年
の
Ｅ
Ｕ
議
会
選
で
国
民

戦
線
は
フ
ラ
ン
ス
の
第
１
党
に

躍
進
し
た
。
今
年
３
月
、
大
統

領
選
の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
全
国
県
議
会
選
で
も
前
・

後
半
の
合
計
で
Ｅ
Ｕ
選
を
上
回

る
票
を
獲
得
。
前
半
の
得
票
率

２
５
．
２
４
％
は
与
党
の
社
会

党
（
２
１
．
７
８
％
）
を
上
回

っ
た
。

「
２
０
１
１
年
に
父
親
か
ら

党
首
の
座
を
引
き
継
い
だ
ル
ペ

ン
氏
は
、
国
民
戦
線
の
イ
メ
ー

ジ
を
刷
新
。
従
来
の
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
を
後
退
さ
せ
、
労
働
者
の

権
利
確
保
な
ど
『
国
家
社
会
主

義
』
の
色
合
い
を
強
め
た
。
こ

の
“
ソ
フ
ト
路
線
”
が
功
を
奏

し
、
支
持
層
を
拡
大
さ
せ
ま
し

た
。
巧
み
な
演
説
で
大
衆
の
心

を
掴
ん
で
い
ま
す
が
、
彼
女
の

『
押
し
寄
せ
る
難
民
が
低
賃
金

の
労
働
者
と
な
り
、
我
々
の
仕

事
を
奪
っ
て
い
く
』
と
い
っ
た

主
張
は
排
他
主
義
そ
の
も
の
。

雇
用
創
出
を
隠
れ
み
の
に
し
た

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
は
、
オ
ン
ナ

版
ヒ
ト
ラ
ー
を
彷
彿
さ
せ
ま

す
」（
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

早
大
客
員
教
授
の
春
名
幹
男

氏
）問

題
は
、
極
右
政
党
が
台
頭

す
る
国
が
フ
ラ
ン
ス
に
限
ら
な

い
こ
と
だ
。
英
国
も
昨
年
の
Ｅ

Ｕ
議
会
選
で
反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る

極
右
政
党
「
イ
ギ
リ
ス
独
立

党
」
が
第
１
党
と
な
り
、
イ
タ

リ
ア
は
極
右
政
党
「
五
つ
星
運

動
」
が
若
年
層
を
中
心
に
支
持

を
広
げ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
も

先
月
末
か
ら
難
民
施
設
へ
の
襲

撃
が
激
増
中
だ
。
反
イ
ス
ラ
ム

の
「
自
由
党
」
が
閣
外
協
力
で

政
権
の
一
翼
を
担
い
、
ブ
ル
カ

禁
止
法
を
制
定
さ
せ
た
オ
ラ
ン

ダ
。
移
民
排
斥
を
唱
え
る
極
右

政
党
が
国
政
第
３
党
の
座
を
占

め
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
非
白
人

移
民
の
国
外
追
放
を
求
め
る
過

激
な
「
国
民
党
」
が
政
権
中
枢

に
入
る
デ
ン
マ
ー
ク
…
な
ど
欧

州
全
土
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
る
最
中
に
、
今

回
の
テ
ロ
が
起
き
た
の
だ
。

し
か
も
、
自
爆
犯
１
人
の
遺

体
近
く
か
ら
シ
リ
ア
の
パ
ス
ポ

ー
ト
が
見
つ
か
り
、
イ
ス
ラ
ム

国
の
戦
闘
員
が
難
民
を
装
っ
て

入
国
し
た
と
の
報
道
が
続
く
。

そ
の
真
相
を
問
わ
ず
、
難
民
を

治
安
上
の
リ
ス
ク
と
み
な
す
見

方
が
広
が
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

新
政
権
は
Ｅ
Ｕ
で
合
意
し
た
難

民
割
り
当
て
を
拒
否
す
る
方
針

を
表
明
済
み
だ
。

「
欧
州
で
移
民
排
斥
の
極
右

政
党
が
支
持
さ
れ
る
の
は
、
域

内
の
人
々
の
間
で
固
定
化
す
る

経
済
格
差
へ
の
イ
ラ
立
ち
が
蔓

延
し
て
い
る
か
ら
。
今
回
の
テ

ロ
を
機
に
、
欧
州
全
域
が
現
状

へ
の
不
満
や
憎
悪
な
ど
の
感
情

論
に
支
配
さ
れ
た
『
反
知
性
主

義
』
に
染
ま
り
つ
つ
あ
る
風
潮

に
、
薄
ら
寒
い
も
の
を
感
じ
ま

す
。」

（
春
名
幹
男
氏
）

政
治
的
公
平
と
は

政
権
与
党
と
野
党
の

バ
ラ
ン
ス
で
は
な
い
！

「
政
治
的
公
平
で
な
い
放
送
を

繰
り
返
せ
ば
電
波
停
止
も
」

（
高
市
早
苗
総
務
大
臣
）

放
送
法
で
い
う
「
政
治
的
公

平
」
と
は
、
憲
法
２
１
条
の

「
表
現
の
自
由
」
に
基
づ
き
、

報
道
機
関
へ
の
権
力
の
介
入
を

防
ぐ
た
め
の
規
定
で
あ
る
。

戦
前
の
マ
ス
コ
ミ
が
政
府
・

軍
部
の
広
報
紙
に
成
り
下
が
っ

た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、「
政
治

的
公
平
」
の
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
た
の
で
あ
り
、
政
府
を
批
判

し
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
死

を
宣
告
さ
れ
た
に
等
し
い
。

そ
の
こ
と
を
追
求
し
て
も
発

言
を
撤
回
し
な
い
の
は
、
ま
さ

に
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
恫
喝
で

あ
り
、「
停
波
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
手
法

を
押
し
通
す
宣
言
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
麻
生
財
務
大
臣
の

「
ナ
チ
ス
の
手
法
に
習
っ
て
」

発
言
と
同
様
、
安
倍
内
閣
の

「
共
通
色
」
な
の
で
す
。
打
倒

以
外
に
解
決
す
る
道
は
あ
り
ま

せ
ん
。

与
党
の
広
報
紙
に

成
り
下
が
る
な
！

政
権
批
判
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
生
命
線

20
1

5

・

・

日
刊
ゲ
ン
ダ
イ

2

10

元
官
僚
の
著
述
家
、
古
賀
茂

明
さ
ん
が
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
「
Ｉ

ａ
ｍ

ｎ
ｏ
ｔ

Ａ

ｂ
ｅ
」
運
動
を
呼
び
掛
け
た
と

こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
、
官
邸
筋
が

動
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
有

形
無
形
の
圧
力
と
な
っ
て
、
現

場
の
士
気
が
そ
が
れ
て
い
く
。

安
倍
政
権
は
と
い
う
と
、
人
質

事
件
に
乗
じ
て
、
戦
争
法
整
備

を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
怖
く
な
る
。

そ
ん
な
中
、
も
う
見
ち
ゃ
い

ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
言
論
人

が
立
ち
上
が
り
、「
翼
賛
体
制
の

構
築
に
抗
す
る
言
論
人
、
報
道

人
、
表
現
者
の
声
明
」
を
９
日

に
出
し
、
記
者
会
見
し
た
。
声

明
に
は
『
「
非
常
時
」
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
政
権
批
判
を
自
粛

す
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
を
認
め

て
し
ま
う
な
ら
原
発
事
故
や
大

震
災
な
ど
を
含
め
あ
ら
ゆ
る

「
非
常
時
」
に
政
権
批
判
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
日
本
が
交
戦
状
態
に
入

っ
た
と
き
な
ど
に
も
（
そ
の
）

理
屈
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
結
果
的
に
「
翼
賛
体
制
」

の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

賛
同
人
に
は
古
賀
氏
の
他
、
音

楽
家
の
坂
本
龍
一
氏
、
憲
法
学

者
の
小
林
節
氏
、
思
想
家
の
内

田
樹
氏
、
映
画
監
督
の
是
枝
裕

和
氏
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
作
家
の
マ

ッ
ド
・
ア
マ
ノ
氏
、
作
家
の
平

野
啓
一
郎
氏
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
の
吉
田
照
美
氏
、
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
、
吉
本
芸
人

の
お
し
ど
り
マ
コ
氏
ら
多
数
の

有
名
人
が
集
ま
っ
た
。

古
賀
氏
は
改
め
て
こ
う
言
っ

た
。

「
こ
れ
ま
で
も
マ
ス
コ
ミ
の
自

粛
、
萎
縮
と
い
う
も
の
を
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
相
当

な
危
機
を
感
じ
て
い
ま
す
。
翼

賛
体
制
に
は
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ

プ
、
ジ
ャ
ン
プ
が
あ
っ
て
、
ホ

ッ
プ
で
権
力
側
は
報
道
に
や
ん

わ
り
文
句
を
言
う
。
そ
う
な
る

と
現
場
は
面
倒
に
な
っ
て
、
ス

テ
ッ
プ
で
メ
デ
ィ
ア
は
自
ら
権

力
側
に
迎
合
し
て
い
く
。
そ
う

し
た
報
道
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン
プ

で
、
選
挙
に
よ
る
独
裁
体
制
が

確
立
す
る
。
今
は
ス
テ
ッ
プ
の

段
階
に
来
て
い
ま
す
」

新
任
副
代
表
お
二
人

就
任
の
ご
挨
拶

山
本
佳
代
子(

県
教
組
副
委
員
長)

2
0

1
5

年
9

月
19

日
、

平
和

安
全



法
制
関
連
２
法
が
強
行
採
決
さ

れ
ま
し
た
。
つ
い
に
時
代
は
戦

前
に
突
入
し
て
し
ま
う
の
か
と
、

絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
安
保
法
制
に
反

対
す
る
人
々
が
自
分
の
意
志
で

国
会
の
外
に
集
ま
り
、
強
行
採

決
の
後
も
な
お
自
分
の
言
葉
で

声
を
あ
げ
続
け
て
い
た
の
は
、

希
望
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

若
い
人
の
発
言
の
中
に
は
、

「
安
保
法
制
に
反
対
す
る
た
め
、

国
会
前
に
杖
を
つ
い
て
来
て
い

る
人
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人

の
お
か
げ
で

年
平
和
が
保
た

70

れ
て
き
た
。
私
た
ち
の
た
め
に

た
た
か
っ
て
き
て
く
れ
た
」
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

平
和
を
守
ろ
う
と
思
う
人
た
ち

の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
、
強
行

採
決
に
よ
っ
て
全
く
無
駄
に
な

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
努
力
は
今
、
若
い
人
た
ち

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
よ

り
一
層
危
険
な
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人
と
、

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
平
和
を

守
る
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
明
宏
（
高
教
組
委
員
長
）

こ

の

４

月

か
ら
、

糸

矢

副

代

表

の

後

任

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

高
教
組
の
新
明
で
す
。
一
言
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1
9

8
9

年
に
東
西
を
隔
て
た
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
当
時
、

あ
っ
た
世
界
の
壁
や
境
界
線

16は
、2

0
1

5

年
に
は

に
増
加
し

65

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
次
ぐ
民
族
紛
争
や
テ
ロ
行

為
、
核
武
装
の
動
き
に
対
し
、

不
安
感
や
恐
怖
感
を
駆
り
立
て

ら
れ
、
壁
を
作
ら
な
け
れ
ば
と

の
雰
囲
気
が
世
界
中
で
蔓
延
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
因
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
、
生
活
困
窮
者
、

障
が
い
者
や
Ｌ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
社

会
的
弱
者
へ
の
差
別
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
横
行
な
ど
、
他
者

を
差
別
・
排
除
す
る
心
理
的
な

壁
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
あ
え
て
い
ろ
い

ろ
な
壁
を
作
り
上
げ
、
壊
し
に

く
く
し
て
い
ま
す
。「
普
天
間
基

地
の
辺
野
古
移
設
」「
特
定
秘
密

保
護
法
施
行
」「
安
全
保
障
関
連

法
施
行
」
「
自
衛
隊
強
化
」
「
原

発
再
稼
働
」
な
ど
、
国
民
の
多

く
の
反
対
の
声
を
無
視
続
け
る

施
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

他
者
に
対
す
る
想
像
力
が
ひ

ど
く
低
下
・
劣
化
し
て
い
る
安

倍
政
権
に
必
要
な
の
は
、
多
様

な
価
値
観
を
持
っ
て
対
応
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
願
う
の
は
、
安
心

し
て
働
き
、
生
活
で
き
る
平
和

な
社
会
で
す
。
県
内
や
全
国
の

仲
間
と
連
携
し
て
憲
法
を
守
り
、

反
戦
平
和
の
闘
い
を
全
力
で
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
年

は
特
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
微
力
で
あ
っ
て
も
、
決
し

て
無
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社

会
の
一
隅
を
照
ら
し
続
け
て
い

く
た
め
に
も
、
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

◇
◇
俳
句
・
川
柳
◇
◇

□
「
徴
兵
は

命
か
け
て
も
阻

む
べ
し

母
・
祖
母
・
お
み
な

牢
に
満
つ
る
と
も
」

石
井
百
代
さ
ん

□
「
特
攻
に
よ
る
死
者

万
1

千

志
願
も
徴
兵
も
な
く

4
命
令
で
逝
く
」

元
兵
士

闘
い
の
軌
跡＞

＜.

止
め
よ
う
辺
野
古
埋
め
立
て
！

2

21

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
（
富
山
市
）

３.

７
日
米
豪
同
演
習
反
対
早
朝
集
会

.

「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
改
悪
阻

3

19

止
！
」
を
呼
び
か
け
る
八
団
体
デ
モ

.

「
戦
争
法
廃
止
！
ア
グ
レ
ッ
サ

4

16

ー
配
備
反
対
」
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
集

会
（
小
松
市
）

.

「
沖
縄
・
フ
ク
シ
マ
」
連
帯
集

4

22

会
（
七
尾
市
）

.

「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
壊
す

5

3

な
！
」
県
民
集
会
（
金
沢
市
）

.

「
志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！
」

5

14

訴
訟
総
会
（
志
賀
町
）

.

原
水
禁
石
川
県
民
会
議
総
会

5

26

（
金
沢
市
）

戦
争
法
廃
止
！
２
０
０
０

万
人
署
名

〆
切

6/
27

. 5

31

原

子

力

規

制

委

に

要

請

東

京

.

７
小
松
爆
音
訴
訟
総
会

小
松

6.

富
山
引
き
継
ぎ
・
河
北
地
区

6

10反
核
平
和
行
進
（
内
灘
町
）

. 6

10

中
能
登
地
区
反
核
平
和
行
進
（
志
賀

町
）オ

バ
マ
の
ヒ
ロ
シ
マ

「
歴
史
的
事
態
」
を

ど
う
見
る
か

◇
ト
ン
ボ
の
眼
Ⅱ
◇

オ
バ
マ
大
統
領
の
ヒ
ロ
シ
マ

訪
問
に
涙
し
、
感
謝
し
、
喜
ぶ

姿
‥
。

し
か
し
、
非
人
道
の
核
攻
撃

を
一
切
「
謝
罪
」
せ
ず
「
死
が

空
か
ら
降
っ
て
き
た
」
と
表
現

し
た
オ
バ
マ
。
し
か
も
、「
核
発

射
ボ
タ
ン
」
を
携
行
し
「
核
な

き
世
界
」
を
語
る
オ
バ
マ
大
統

領
を
手
放
し
で
褒
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
核
兵
器
の

近
代
化
を
推
進
し
、
歴
代
大
統

領
で
最
低
の
核
削
減
。
沖
縄
元

米
兵
の
女
性
殺
人
を
「
遺
憾
」

と
し
か
表
現
せ
ず
「
謝
罪
」
し

な
い
オ
バ
マ
。
そ
れ
を
容
認
し
、

褒
め
た
た
え
る
安
倍
首
相
‥
。

こ
の
「
森
」
を
見
な
け
れ
ば

「
木
」
に
惑
わ
さ
れ
ま
す
。

一
緒
に
、
反
戦
・
平
和
、
憲

法
改
悪
反
対
、
脱
原
発
、
人

権
を
守
る
運
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

賛
助
会
員
制
度

P
E
A
C
E
ネ
ッ
ト

会
員
募
集
中

年
会
費
３
０
０
０
円

特
典

各
種
運
動
へ
の
参
加
、

機
関
紙
ピ
ー
ス
石
川
の
送
付
、

総
会
出
席
な
ど

＜

当
面
の
日
程＞

◆

月

日
「
ザ
・
お
も
い
や

6

18

り
」1

0
:
0
0

、1
3
:
0
0

、1
5
:
0
0

上
映
（
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
に
疑

問
！
）

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ6

階

IT

入
場
料1

0
0
0

円

未
来
塾
ほ
か

◆

月

日1
3
:
3
0

イ
ン
ク
ル
ー

6

18

シ
ブ
教
育
実
現
集
会

教
育
会
館

◆

月

日1
3
:
3
0

戦
争
法
廃
止

6

19

ピ
ー
ス
テ
ン
ト
（
街
頭
宣
伝
）」

1
4
:
0
0

戦
争
法
廃
止
！
憲
法
壊

す
な
！
県
民
集
会･

1
4
:
4
5

デ
モ

四
高
記
念
公
園

八
団
体

◆

月

日1
8
:
1
5

「
反
戦
・
平

6

23

和
を
考
え
る
報
告
会
」（
フ
レ
ン

ド
パ
ー
ク3

階
）

青
年
女
性
部

◆

月

日9
:
30

出
前
講
座

県

7

4

教
組
退
女
協

穴
水
町

◆

月

日1
3
:
3
0

小
松
基
地
爆

7

4

音
訴
訟
第

回
公
判

金
沢
地
裁

29

◆

月

日
参
院
選
投
票
日

7

10

◆

月

日1
5
:
0
0

第
５
回
運
営

7

28

委
員
会

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

◆

月

～

日
被
ば
く

年

8

7

9

71

原
水
禁
長
崎
大
会

代
表
派
遣

◆

月

日1
4
:
3
0

「
志
賀
原
発

9

1

を
廃
炉
に
！
」
第

回
口
頭
弁

20

論

金
沢
地
裁

志
賀
原
発
訴
訟

◆

月

～

日
北
ブ
ロ
地
域

9

9

10

組
織
交
流
集
会

新
発
田
市

◆

月

日1
3
:
3
0

小
松
基
地
爆

9

26

音
訴
訟
第

回
公
判

金
沢
地
裁

30

編

集

後

記

〇
福
島
で

人
が
小
児
甲
状
腺
ガ
ン

131

と
確
定
さ
れ
ま
し
た
。
他
に

人
が

41

疑
わ
し
き
で
す
。

〇
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
７
年
後
、

小
児
甲
状
腺
ガ
ン
を
「
原
発
事
故
が

原
因
」
と
認
め
、
水
俣
病
の
公
式
認

定
に
７
年
を
要
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

○
沖
縄
の

.

「
怒
り
と
悲
し
み
の

6

19

県
民
集
会
」
に
仲
間
を
派
遣
し
ま
す
。

未
来
あ
る
女
性
の
悔
し
さ
と
憤
り
が

聞
こ
え
ま
す
。

〇
基
地
が
あ
る
限
り
、
殺
人
マ
シ
ー

ン
＝
海
兵
隊
員
は
県
内
を
徘
徊
し
ま

す
。
基
地
も
軍
隊
も
な
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

〇
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
反
対
す
る
集
会

場
を
貸
さ
な
か
っ
た
金
沢
市
、
そ
の

判
断
を
正
し
い
と
し
た
地
裁
。
わ
が

弁
護
団
は
、
最
高
裁
に
特
別
抗
告
し

ま
し
た
。
闘
い
は
続
き
ま
す
。

NT


